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139．標識α一fetoprotei皿抗体による肝癌の診’

　　　断に関する実験的研究
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　抗腫瘍抗体にRIを標識し，特異的に腫瘍に集めよう

とする試みは，既に数多く報告されている．我々は，肝

癌細胞が分泌するα一fetoproteinに対する抗体を作り，

それにユ311およびユ251を標識し，標識α一fetoprotein

抗体が肝癌部分に取込まれるか否かを検討した．α一　fe－

teproteinを分泌するラット肝癌AH66C　4を用いて一

連の基礎的実験を行なった．

　実験の方法は次の通りである．ウマ抗ラットα一feto－

protein抗体をラットリンパ節，脾臓細胞にて吸収し，

硫酸アンモニウムによる塩析法により粗IgGを分離，

更にセルローズカラム法によりIgGを精製した．　IgG

にクロラミンT法により，1251，1311を標識し，コロジ

オンバッグにより透析，濃縮を行った．

　得られた標識ウマ抗ラットα一fetoprotein抗体とAH

66C　4細胞を12時間incubateし，ミクPオートラジオ

グラフィーを行なった．また，ラットの大腿部にAH66

C4細胞を移植し，4週間後，ラットの尾静脈より標識

抗体を注入し，シンチカメラで腫瘍部への集積状況およ

び臓器内分布を経時的に調べた．その結果，ミクロオー

トラジオグラムでは，腫瘍細胞の周辺に著明な雲状の

RIの集積像を認め標識抗体が結合していることを確認

した．シンチカメラ像では，腫瘍部へのRIの集積は明

きらかでなかった．

140．担癌生体における血中Ig・E値について
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　80例の担癌生体において，血中Ig－E値を測定した，

対照として正常人30例，気管支喘息患者90例について測

定を行った．測定はPharmacia製Radioimmunoassy

Kitによった．正常人では1001u／ml以上の値を示すも

のはなく201～400u／mlの間に50％，101～200u／m1の

間には36．6％の人が存在した．喘息患者では1001u／ml

以上の人が52．2％を占めており74．4％が401u／ml以上

の値を示した癌患者では200u／m1以下の人が51．3％で

あったが401u／ml以上の値を示す人も25％存在した．
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